
仕訳入力

有限会社シンシステムデザイン

青色申告らくらく会計９



会計を選択して“仕訳入力”

会計を選択して
“仕訳入力”をクリック



仕訳入力の画面

① 年月日
② 借方科目コード
③ 借方金額
④ 貸方科目コード
⑤ 貸方金額
⑥ 摘要名をいれる

• “Enter”を押すと次の
項目に移動します。

• 仕訳パターンの自動
学習機能があります。

• 仕訳伝票の“ひな型登
録”が出来ます。



仕訳入力をする前に
科目コード 科目

１ ～ 資産科目

２ ～ 負債

４ ～ 売上

５ ～ 仕入

６ ～ 経費

これを覚えておく
と科目選択に便利



売上の仕訳入力例

• 借方科目コード欄で
“１”を入れると

• 資産から始まる科目
一覧がでるので、“現
金”を選択



貸方科目の選択

• 借方金額を入れて、
Enterを押すと貸方
コード欄に移動する

• 貸方コード欄で“４”
を入れると

• 科目一覧から“売上”
が選択できます。



貸方の金額は

Enterのみを押すと

• 借方と同額の金額が
入ります。



摘要名の学習箱

• 摘要名の欄でEnterのみを押すと、
“摘要名の学習箱”が開きます。

• 摘要名を入れてEnterを押してください。
• 仕訳パターンごとに摘要名は学習されます。

現金 ／ 売上 あいうえお

• このような仕訳を繰り返して行うと、仕訳
パターンは自動的に学習されていきます。



仕訳パターンの自動学習

Enterのみを押すと

• 借方科目の学習箱が開きますので、学習箱
から選択することが出来ます。



貸方でも同様に

Enterのみを押すと

• 貸方科目と紐づけられた“貸方科目”の学習
箱が開きますので、学習箱から選択するこ
とが出来ます。



摘要名の欄でも

Enterのみを押すと

• 借方科目と貸方科目で紐づ
けられた“摘要名”の学習箱が
開きますので、学習箱から
選択することが出来ます。



ひな型登録

• 例えば、
毎月の給与支給の仕訳の場合

• 仕訳伝票のひな型登録を行う
と便利です。

• 登録したい伝票を表示して、
“雛型登録”をクリックします。



ひな型登録の画面

• 登録コードと名称を入れて、
“登録”ボタンを押してくださ
い。



新規登録モードでは

このボタンを押すと



この画面が出るので、

• 読み出したい項目を選択して
ください。



編集して書込をする



入力した仕訳の一覧表



仕訳検索

検索条件を入れて実
行すると



仕訳の点検

このボタンでリスト
アップされます。



仕訳に問題があると

問題個所！



仕訳伝票印刷

印刷条件を設定して、

• 各種のフォームを用意してい
ます。



仕訳日記帳の印刷は

このモードで印刷す
ると、一番用紙の節
約になります。

仕訳伝票の印刷よりも
用紙の節約になります。



補助作業について このボタンを
押すと

• このような操作が出来ます。
• 必要に応じて実行してくださ

い。



伝票番号の付替え

• 伝票番号は仕訳の入力順です
が、日付順にリナンバリング
することも出来ます。

• ただし、通常は実行しないほ
うが良いと思います。



CSV出力やCSV入力

• CSV入力は推奨しませんが、
テストデータで確認してから
行ってください。

慎重に選択



まとめ

• 仕訳入力が終わったら、
試算表で特に現金や預金の残高を確認してください。

• 運用途中で「勘定科目編集」で科目コードを変更すると、不正
な仕訳になりますので注意してください。

• 「補助作業」は特に必要がない場合は不用意に実行しないでく
ださい。
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